
令和５年度敬老会

特別養護老人ホーム保谷苑では、9月17日日曜日に敬老会を開催し

ました。来賓に池澤隆史西東京市長を招き、多久島理事長、青木苑長参

加の元、皆様のご長寿をお祝いしました。

写真のお二方は100歳越えご長寿のご入居者です。感染対策として

ご家族の参加は代表で最高齢の入居者ご家族にお越しいただきました。

（次ページに詳細記事あり）
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訃 報
都心会創設理事⾧である多久島耕治氏が、去る令和5年6月1日に逝去されました。

平成7年12月より、本会理事⾧として特別養護老人ホーム保谷苑の施設整備に情熱をもって取り組

み、令和4年10月迄の27年間、「福祉の心を持って高齢者の夢や希望を実現する」理念の基、ご利

用者や地域の笑顔につながる活動を牽引し法人の発展に尽くされました。

弁護士としては、「福祉を守る」という強い信念のもとで、高齢者や障がい者、児童及び保育等

のあらゆる福祉分野で弁護士業務を行い、担当した裁判例を基に、利用者の事故削減に向けて全

国100箇所以上で福祉関係者への講演を行ってこられました。

また、多数の社会福祉法人の役員や社会福祉振興・試験センター理事⾧をはじめ、日本リハビリ

テーション協会監事、東京都社会福祉事業団顧問、東京都国民保険団体連合会顧問、東京都児童

相談センター顧問等の数多くの公職を歴任され、都心会も含めてコンプライアンス及びリスクマ

ネジメントの重要性に取組まれました。

多久島耕治前理事⾧のご冥福を心よりお祈り申し上げますと共に、「人々の幸せを追求すること

が福祉の心」として実践された御意思を、法人職員一丸となって引き継いで参ります。


